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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第172期

第３四半期
連結累計期間

第173期
第３四半期
連結累計期間

第172期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 11,509,841 12,266,700 15,734,623

経常利益 (千円) 609,847 515,180 792,036

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 533,902 472,164 629,539

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 754,074 393,611 1,211,243

純資産額 (千円) 11,026,274 11,794,985 11,482,802

総資産額 (千円) 16,024,960 16,617,857 16,526,215

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 46.14 40.84 54.41

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 68.2 70.3 68.8
 

 

回次
第172期

第３四半期
連結会計期間

第173期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 15.69 13.34
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の概況

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、景気の回復基調が維持され、雇用環境も改善しましたが、賃金や設

備投資の回復は遅れており、持続した成長軌道になりませんでした。

世界経済は、米国は内需拡大を中心とした自律的な成長が見られましたが、中国をはじめとする新興国経済が減

速し、全体として景気の減速感が強かったと言えます。

こうした状況のもと当社グループは、販売強化をはかり、お客様のニーズに合った高品質な製品開発を進めた結

果、売上高は、12,266百万円で前年同四半期に比べ756百万円(6.6％)の増収となりました。

この売上高の増加により、営業利益は466百万円と前年同四半期に比べ105百万円(29.1％)の増益となりました

が、為替差益の減少により、経常利益は515百万円と前年同四半期に比べ94百万円(△15.5％)の減益となりました。

また、親会社株主に帰属する四半期純利益も472百万円と前年同四半期に比べ61百万円(△11.6％)の減益となりま

した。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①日本

売上高は8,881百万円と前年同四半期に比べ66百万円(0.8％)増加、経常利益は156百万円と前年同四半期に比べ

126百万円(△44.7％)減少しました。　　

②アメリカ　

売上高は895百万円と前年同四半期に比べ101百万円(12.8％)増加、経常利益は95百万円と前年同四半期に比べ

53百万円(128.1％)増加しました。

③インド　

売上高は724百万円と前年同四半期に比べ385百万円(113.5％)増加、経常利益は175百万円と前年同四半期に比

べ132百万円(311.5％)増加しました。　　

④タイ

売上高は1,764百万円と前年同四半期に比べ202百万円(13.0％)増加、経常利益は160百万円と前年同四半期に比

べ136百万円(△46.0％)減少しました。　　

 

(2) 財政状態に関する分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金、有形固定資産が減少したものの、棚卸資産が増加した

ことにより、16,617百万円となり、前連結会計年度末に比べ91百万円増加いたしました。　　

負債について主には、借入金が減少したことにより前連結会計年度末に比べ220百万円減少し、4,822百万円とな

りました。　

純資産については利益剰余金が増加したことにより前連結会計年度末に比べ312百万円増加し、11,794百万円とな

りました。　
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5) 従業員数

当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売の実績の著しい増減はありません。

 

(7) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの主要な設備について重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,052,000

計 28,052,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年２月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,659,500 11,659,500
名古屋証券取引所

市場第二部
単元株式数 1,000株

計 11,659,500 11,659,500 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年12月31日 ― 11,659 ― 1,093,978 ― 757,360
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成27年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式
　

100,000　
 

― １単元（1,000株）

完全議決権株式（その他）
普通株式
　

11,397,000
 

11,397　 ―

単元未満株式
普通株式
　

162,500　
 

― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 11,659,500 ― ―

総株主の議決権 ― 11,397　 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式985株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
尾張精機株式会社

名古屋市東区矢田三丁目
16番85号

100,000 ― 100,000 0.86

計 ― 100,000 ― 100,000 0.86
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人コスモスにより四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,852,031 3,604,649

  受取手形及び売掛金 2,694,469 ※  2,977,550

  商品及び製品 757,730 817,452

  仕掛品 522,266 663,849

  原材料及び貯蔵品 1,114,494 1,100,623

  繰延税金資産 25,056 23,447

  その他 191,581 191,456

  流動資産合計 9,157,629 9,379,029

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,519,108 1,452,159

   機械装置及び運搬具（純額） 2,286,655 2,201,569

   土地 968,996 964,431

   リース資産（純額） 39,553 113,871

   建設仮勘定 264,801 184,126

   その他（純額） 86,873 85,401

   有形固定資産合計 5,165,989 5,001,560

  無形固定資産 20,589 19,927

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,295,160 1,309,469

   退職給付に係る資産 661,534 653,095

   繰延税金資産 14,223 13,350

   その他 216,837 247,174

   貸倒引当金 △5,750 △5,750

   投資その他の資産合計 2,182,006 2,217,340

  固定資産合計 7,368,586 7,238,828

 資産合計 16,526,215 16,617,857
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,670,417 2,618,379

  1年内返済予定の長期借入金 444,708 221,168

  リース債務 2,387 23,974

  未払法人税等 143,432 70,741

  賞与引当金 215,842 115,017

  役員賞与引当金 19,195 13,900

  製品保証引当金 18,500 18,400

  未払消費税等 89,610 44,258

  未払金 65,000 165,965

  未払費用 432,514 481,588

  設備関係支払手形 129,958 81,561

  その他 100,395 339,157

  流動負債合計 4,331,963 4,194,111

 固定負債   

  長期借入金 109,991 -

  リース債務 17 85,677

  繰延税金負債 377,147 372,196

  役員退職慰労引当金 86,399 31,862

  退職給付に係る負債 22,679 22,923

  資産除去債務 115,214 116,099

  固定負債合計 711,449 628,760

 負債合計 5,043,412 4,822,872

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,093,978 1,093,978

  資本剰余金 757,373 757,373

  利益剰余金 8,965,698 9,364,626

  自己株式 △29,099 △31,632

  株主資本合計 10,787,950 11,184,346

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 459,595 469,196

  為替換算調整勘定 △85,535 △194,754

  退職給付に係る調整累計額 213,900 222,394

  その他の包括利益累計額合計 587,961 496,837

 非支配株主持分 106,890 113,801

 純資産合計 11,482,802 11,794,985

負債純資産合計 16,526,215 16,617,857
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 11,509,841 12,266,700

売上原価 10,190,310 10,790,506

売上総利益 1,319,530 1,476,194

販売費及び一般管理費   

 販売費 484,236 550,334

 一般管理費 474,103 459,598

 販売費及び一般管理費合計 958,339 1,009,933

営業利益 361,191 466,260

営業外収益   

 受取利息 17,328 11,078

 受取配当金 25,207 43,633

 為替差益 180,361 16,443

 その他 33,487 14,292

 営業外収益合計 256,385 85,446

営業外費用   

 支払利息 4,744 3,110

 減価償却費 - 31,515

 その他 2,984 1,902

 営業外費用合計 7,729 36,527

経常利益 609,847 515,180

特別利益   

 固定資産売却益 474 1,221

 補助金収入 25,493 -

 特別利益合計 25,967 1,221

特別損失   

 固定資産売却損 609 6,897

 固定資産除却損 243 55

 ゴルフ会員権売却損 - 263

 損害賠償金 - 7,409

 特別損失合計 853 14,625

税金等調整前四半期純利益 634,961 501,776

法人税、住民税及び事業税 71,158 21,242

法人税等調整額 △2,880 △13,723

法人税等合計 68,277 7,519

四半期純利益 566,683 494,256

非支配株主に帰属する四半期純利益 32,780 22,091

親会社株主に帰属する四半期純利益 533,902 472,164
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 566,683 494,256

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 137,444 9,600

 為替換算調整勘定 56,768 △118,739

 退職給付に係る調整額 △6,821 8,494

 その他の包括利益合計 187,391 △100,644

四半期包括利益 754,074 393,611

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 717,936 381,040

 非支配株主に係る四半期包括利益 36,138 12,571
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平

成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から

非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間

及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

税金費用の計算

連結子会社につきましては、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に

見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
 

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

受取手形 ―　千円
 

 6,211千円
 

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

減価償却費 505,180千円
 

 556,574千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

1. 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月30日
取締役会

普通株式 34,718 3.0 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金

平成26年10月31日
取締役会

普通株式 34,710 3.0 平成26年９月30日 平成26年12月１日 利益剰余金
 

 

2. 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

1. 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月29日
取締役会

普通株式 34,695 3.0 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

平成27年10月30日
取締役会

普通株式 34,675 3.0 平成27年９月30日 平成27年12月１日 利益剰余金
 

 

2. 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
（注）

四半期連結
損益計算書
計上額日本 アメリカ インド タイ 計

売上高         

外部顧客への
売上高

8,814,824 793,654 339,608 1,561,753 11,509,841 11,509,841 ― 11,509,841

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

328,890 ― 2,267 ― 331,158 331,158 △331,158 ―

計 9,143,715 793,654 341,876 1,561,753 11,840,999 11,840,999 △331,158 11,509,841

セグメント利益 283,502 42,050 42,689 296,320 664,562 664,562 △54,715 609,847
 

(注) １. セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
（注）

四半期連結
損益計算書
計上額日本 アメリカ インド タイ 計

売上高         

外部顧客への
売上高

8,881,755 895,458 724,984 1,764,502 12,266,700 12,266,700 ― 12,266,700

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

473,353 ― 339,377 34,182 846,913 846,913 △846,913 ―

計 9,355,108 895,458 1,064,362 1,798,684 13,113,613 13,113,613 △846,913 12,266,700

セグメント利益 156,702 95,899 175,672 160,151 588,426 588,426 △73,246 515,180
 

(注) １. セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 46円14銭 40円84銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 533,902 472,164

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

533,902 472,164

普通株式の期中平均株式数(千株) 11,570 11,561
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

第173期（平成27年４月１日から平成28年３月31日まで）中間配当については、平成27年10月30日開催の取締役会に

おいて、平成27年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決

議し、配当を行っております。

① 配当金の総額                                  34,675,545円

② １株当たりの金額                                  ３円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日      平成27年12月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成28年２月５日

尾張精機株式会社

取締役会  御中

 

監査法人 コスモス
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   新　　開　　智　　之   ㊞

 

 

業務執行社員  公認会計士   小　　室　　豊　　和   ㊞
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている尾張精機株式会

社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、尾張精機株式会社及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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